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株式市場の動き

 先週の日本株式市場（日経平均株価）は、前
週末比で上昇しました。16日（金）まで9営
業日連続で上昇し、7営業日連続で年初来高値
更新となりました。13日（火）～14日（水）
に開催された米連邦公開市場委員会（ＦＯＭ
Ｃ）において利上げが決定され、利上げペー
スが加速するとの見方から円安が進行し、輸
出関連の主力株を中心に買いが入りました。
（週末引け値：19,401.15円）

週間では、日経平均株価は2.13％の上昇､
東証株価指数は1.66％の上昇でした。

（1）日本の株式・債券市場
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週間市場レポート
（2016年12月12日～12月16日）

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

債券市場の動き

 先週の日本債券市場（10年国債金利）は、前週
末比で上昇となりました。14日（水）に日銀が
次回国債買入れオペ実施日を公表し、金利上昇抑
制姿勢を示したことで金利は低下しました。その
後は、米利上げ決定や利上げペースが加速すると
の見方から米金利が上昇したこと、円安・株高な
どを背景に売り優勢となりました。15日（金）
には、一時0.100％と今年1月29日以来となる水
準まで上昇しました。（週末引け値：0.081％）

週間では、10年国債金利は0.020％の上昇となり
ました。

（審査確認番号H28-TB255）

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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市場の動き

 先週の米国株式市場（ＮＹダウ）は、前週末比
で上昇となりました。週初は石油輸出国機構
（ＯＰＥＣ）とＯＰＥＣ非加盟国が協調減産を
正式決定したことから大幅な原油高となり、エ
ネルギーセクターを中心に上昇しました。週央
はＦＯＭＣの結果を受けた投資家のリスクオフ
姿勢から売られました。週末にかけて良好な経
済市場を受けて小幅に上昇したものの、中国海
軍が米海軍の無人潜水機を接収したとの報道か
ら地政学リスクが意識され小幅に下落しました。
（週末引け値：19,843.41ドル）

 週間ではNYダウは0.44％の上昇となりました。

（2）米国の株式市場

（3）外国為替市場

市場の動き

 先週の米ドル/円相場は、前週末比で下落となり
ました。週初は一進一退の展開となったものの、
週央以降は、14日（水）に発表されたＦＯＭＣ
参加者の政策金利見通しで、2017年に3回の利
上げを見込んでいることが明らかになり、米金
利の先高観から米ドルが幅広い通貨に対して買
われ、大幅な米ドル高円安となりました。（週
末引け値：117円95銭～118円05銭）

 週間では米ドル/円は2.26％の円安、ユーロ/円
は1.20％の円安となりました。

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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